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と
書
か
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
菊
池
海
荘
が
書
い
た
襖
３
枚
が
残

さ
れ
て
い
る
。
八
十

一
歳
の
も
の
で
、
保
定
の
印
が
分
か
る
。

九
、
守
応
留
守
居
日
誌

留
守
居
日
誌
と
は
、
東
京
で
邸
宅
を
購
入
し
た
守
応
が
、
家

族
で
由
良
を
離
れ
た
後
の
家
の
留
守
を
任
さ
れ
た
、
息
子
清
麿

（源
太
郎
）
の
妻
と
な
る
秀
野

（そ
の
頃
養
女
）
の
祖
父
湯
森

久
三
郎

（日
高
町
志
賀
）
の
「日
誌
」
で
あ
る
。

日
誌
は
、
明
治
六
年
七
月
～
明
治
十
三
年
十

二
月
ま
で
書
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
細
か
い
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
て
、
四
三
四

枚

（８
６
８
頁
）
の
も
の
で
あ
り
、
古
文
書
の
解
読
に
弱
い
小

生
の
手
に
負
え
な
い
。

幸
い
、
故

中
西
捷
美
先
生
、
小
出
潔
氏
が
少
し
解
読
さ
れ

た
所
も
あ
る
の
で
、
年
表
等
で
利
用
さ
せ
て
頂
く
つ
も
り
で
あ

る
。表

紙
は
次
の
写
真
の
通
り
で
あ
る
。

弐
千
五
百
三
十
三
年
第
七
月

明
治
六
酉
年
也

日

誌
湯
義

十
、
三
階
建
て
乗
合
馬
車

（オ
ム
ン
ボ
ス
）

「千
里
軒
』
の
絵

『明
治

ニ
ュ
ー
ス
事
典
第

一
巻
』
に
よ
る
と
、
明
治
七
年
八
月

六
日
の
東
京
日
日
新
聞
に

「千
里
軒
」
の
二
階
造
馬
車
と
し
て

「　
乗
合
馬
車

弊
社
今
般
欧
米
各
国
に
て
も

っ
ぱ
ら
行
わ
る
る
オ
ム
ン
ボ
ス

と
称
す
る
三
階
造
の
馬
車
運
転
を
始
め
、
客
三
十
人
を
乗
せ
浅

草
雷
門
前
よ
り
新
橋
汽
車
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄

一
時
に
達
す
。

毎
朝
六
時
よ
り
午
后
八
時
迄

一
日
往
返
六
回
す

べ
し
。
路
上

の
賓
客
便
利
の
た
め
途
中
の
乗
り
下
り
望
み
に
任
す
。
ね
が
わ

く
は
四
方
の
君
子
伏
し
て
来
駕
し
た
ま
わ
ん
事
を
、

一
人
前
賃
金
十
銭
途
中
半
を
限
り
三
銭
　
千
里
軒
」

と
載

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
気
絶
頂
の
三
階
建
馬
車
も

「往
来
の
さ
わ
り

を
何
と
千
里
軒
」
で
道
が
狭
い
た
め
、
事
故
が
多
く
、
わ
ず
か

一
ケ
月
余
り
の
九
月
九
日
付
で
、
東
京
府
知
事
大
久
保

一
翁
よ

り
三
階
は
取
り
崩
せ
と
達
状
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
普
通
の
馬
車
と
し
て
残
り
、
そ
の
後
、
明
治
十
年
か

ら
十
三
年
頃
ま
で
、
東
京
―
宇
都
宮
間
を
走
ら
せ
た
と
い
う
。

①

一
階
建
て
乗
合
馬
車
の
錦
絵

千
里
軒
の
乗
合
馬
車
の
錦
絵
が

（株
）
双
葉
社
の

『
Ｃ
Ｇ
日

本
史
シ
リ
ー
ズ

２２
明
治
と
文
明
開
化
』
に
載

っ
て
い
る
。

「錦

絵
で
描
か
れ
た
銀
座
」
と
い
う
事
で
、
東
京
名
所
京
橋
銀
座
通
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里
練
化
石
瓦
斯
燈
景
固
　
と
あ
る
。
助
手
の
脊
中
に
紋
様
が
見

え
る
。
墓
の
紋
と
似
て
い
る
。

②
三
階
建
て
乗
合
馬
車
の
錦
絵

ま
た
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
の
錦
絵
は
、
小
出
潔
氏
が

カ
メ
ラ
マ
ン
玉
置
実
氏
に
撮
影
さ
せ
て
貰

っ
た
写
真
が
数
枚
あ

り
、
旧
白
崎
中
学
校
の

「ふ
る
さ
と
資
料
室
」
に
、
四
切
写
真

に
し
て
由
良
守
応

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

そ
に
た

っ
た

一
枚
、

三
階
建
て
乗
合
馬
車
の
錦
絵
が
あ
る
の

で
掲
載
さ
せ
て
貰

っ
た
。
右
隅
に
園
日
日
闇
四
圏
図
一と
あ
り
、
京

町
通
油
町
緑
橋
の
固
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

「千
里
軒
」
の
文

字
が
書
か
れ
て
い
る
。
乗
合
馬
車
は
珍
し
か

っ
た
様
で
あ
る
。

十

一
、
守
応
の
東
京
の
屋
敷

明
治
八
年

に
大
邸
宅
を
購
入
す
る
。

（明
治
十

一
年
八
月
陸

留
し
て
い
た
）
東
京
飯
田
町

一
丁
目

一
番
地

（皇

う
大
宅
地
で
あ
る
。
ま
た
、
金
千

一
■

■
Ｉ

あ

る
。

少
し
離
れ
た

一戸

が
二
千
二
十
四
坪
で
あ
る
の

と
比
べ
る
と
そ
の
財
力
に
び

っ
く
り
す
る
。

こ
こ
で
、
御
坊
近

辺
の
若
者
を
書
生
と
し
て
住
ま
わ
せ
た
り
、
在
京
の
若
者
の
援

助
を
し
た
り
し
て
い
る
。

①

②

東京皇居付近屋敷地図 由良守応邸

(中央左端)
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十
二
、
菊
池
海
荘
と
の
係
わ
り

守
応
は
湯
浅
町
栖
原
の
菊
池
海
荘
に
非
常
な
恩
恵
を
う
け
て
お

り
、
剣
道
の
修
行
も
菊
池
家
で
し
た
模
様
で
あ
り
、
漢
詩
も
こ
の

頃
に
習

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
千
葉
十
太
郎

（重
太
郎
）
か
ら
免

許
皆
伝
を
受
け
た
の
も
江
戸
で
は
な
く
、
こ
の
地
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

Ｃ
・菊
池
海
荘
と
は
ど
ん
な
人
物
か
。

『和
歌
山
県
史
　
人
物
』
が
詳
し
く
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
幕
末

の
有
田
の
状
況
も
分
か
る
の
で
、
再
掲
さ
せ
て
頂
く
。

菊
池
海
荘
　
き
く
ち
か
い
そ
う

１
７
９
９
～
１
８
８
１
　
幕
末
　
保
定

・
士
固

。
孫
輔

。
渓
琴

砂
糖
問
屋
河
内
屋
孫
左
衛
門
垣
内

（菊
池
）
淡
斎
次
男
と
し
て

栖
原
（現
湯
浅
町
）に
生
ま
れ
る
。
兄
玄
蔵
が
本
家
の
干
鰯
問
屋
栖

原
屋
太
郎
兵
衛
家
を
継
い
だ
た
め
海
荘
が
江
戸
の
河
内
屋
を
相

続
。
江
戸
店
は
支
配
方
が
運
営
し
て
い
た
の
で
海
荘
は
栖
原
に
在

住
す
る
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
漢
詩
を
学
び
詩
人
と
し
て
も
名
を
な
し

た
。
大
坂

・
京
都

。
江
戸
を
往
来
す
る
機
会
も
多
く
佐
藤

一
斎

・

頼
山
陽

・
渡
辺
華
山

・
藤
田
東
湖
ら
と
も
交
遊
を
も

っ
た
と
い

う
。
後
半
生
は
農
民
の
立
場
に
立

っ
た
海
防
論
者
と
し
て
活
躍
し

た
。
天
保
年
間
に
は
栖
原
で
私
財
を
投
じ
て
救
民
の
土
木
事
業

を
行

っ
た
た
め
江
戸
店
の
身
上
が
急
激
し
て
い
る
。
砂
糖
問
屋
の

経
営
が
思
わ
し
く
な
く
救
済
事
業
が
で
き
な
く
な

っ
た
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
に
は
、
百
姓

へ
の
説
諭
書
を
し
た
た
め
て
い
る
。

ま
た
、
文
政
三
年

（
一
八
〇
六
）
に
は
江
戸
の
剣
客
倉
田
七
郎
を

招
き
農
民
の
士
気
高
揚
の
た
め
武
術
習
練
を
行
い
、
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
に
は
野
田
昌
助
、
安
政
四
年
に
は
千
葉
周
作
を
招

い
て
い
る
。
異
国
船
の
往
来
が
激
し
く
な
る
嘉
永
三
年

（
一
八
五

〇
）

「海
防
余
論
」
を
建
白
、
同
年
に
は
有
田
郡
文
武
総
裁
に
任

じ
ら
れ
る
。

以
後

「海
曲
虫
語
」

「海
備
余
言

「七
実
鶴
言
」

「農
兵
諭

言
」
な
ど
の
海
防
策
を
中
心
と
し
た
建
白
書

。
教
諭
書
を
書
き
上

げ
、
有
国
の
農
兵
を
組
織
し
大
砲
鋳
造
や
道
場
運
営
を
精
力
的
に

行
な

っ
て
い
る
。
倒
幕
戦
の
時
期
に
な
る
と
海
荘
は
農
兵
の
中
立

を
主
張
、
農
兵
は
海
防
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
て
国
内
戦
が
目
的

で
は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
だ

っ
た
。

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
二
月
に
は
有
田
郡
民
政
副
知
局
事
に

任
命
さ
れ
る
が
高
齢
の
た
め
八
月
に
辞
任
。
十
二
年

一
家
を
あ
げ

て
東
京
に
移
住
。
十
四
年

一
月
十
六
日
没
。

（
『湯
浅
町
誌
』
、

遊
佐
教
寛

「農
兵
戦
わ
ず
」
）

②
守
応
、
菊
池
海
荘
の
葬
儀
の
行
列
の
先
導
役
を
務
め
る
。

守
応
は
受
け
た
恩
義
は
忘
れ
ず
、
明
治
十
四
年

一
月
十
六
日
、

に
八
十
三
歳
で
亡
く
な

っ
た
海
荘
の
葬
儀
の
行
列
の
先
導
役

（先

供
）
を
清
麿
と
親
子
で
務
め
て
い
る
。
行
列
は
約
五
百
人
余
で
、

旧
知
事
御
家
令
、
岩
倉
具
視
御
家
令
も
載

っ
て
い
る
。
東
京
谷
中

の
天
王
寺
の
墓
地

へ
向
う
行
列
の
抜
粋
で
あ
る
。
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守
応
が
初
め
て
海
荘
に
会

っ
た
の
は
、
海
荘
が
由
良
湾
の
埋
め

立
て
を
し
て
い
た
所
、
安
政
元
年
の
大
津
波
で
流
さ
れ
、
そ
れ
を

速
や
か
に
知
ら
せ
に
行

っ
た
守
応
の
態
度
が
、
気
に
入
ら
れ
た
事

か
ら
と
い
う
が
、
す
で
に
、
嘉
永
三
年
頃
に
は
海
荘
宅

へ
行

っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
北
辰

一
刀
流
の
免
許
皆
伝
は
、
安
政
四
年
の

事
で
あ
る
。

十
二
、
陸
奥
宗
光
と
の
交
流

守
応
は
、
後
藤
象
次
郎
、
伊
藤
博
文
、
陸
奥
宗
光
、
津
田
出
と

交
流
を
深
め
た
が
、
特
に
紀
州
出
身
同
志
で
あ

っ
た
た
め
か
、
陸

奥
宗
光
と
は
特
に
親
し
く
し
て
い
る
。

Ｃ
陸
奥
宗
光
書
翰

和
歌
山
市
立
博
物
館
の
図
録

『陸
奥
宗
光
　
そ
の
光
と
影
』

に
、
明
治
初
年
と
思
わ
れ
る
書
翰
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

由
良
源
太
郎
様
　
陸
奥
陽
之
介

御
直
披
用
事

頃
日
は
無
音
な
り
如
何
御
起
居
候
哉
　
撮
者
過
日
粗
御
頼
申
た

る

一
件
ち
う
い
ち
、
横
浜
二
御
座
候
哉
承
り
度
候
、
小
生
家
も

此
比
は
築
地
中
通
り
元
松
平
金
次
郎
邸
二
而
、
伊
藤
俊
介
卜
同

居
い
た
し
居
候
間
、
何
卒
御
都
合
振
承
知
い
た
し
度
候

へ
ば

一

札
申
入
候
也

六
月
十

一
日

②
岡
崎
冬
彦
著

『陸
奥
宗
光

上
』

（Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
で

は
、
明
治
十
年
西
南
の
役
に
乗
じ
て
藩
閥
政
治
の
打
倒
を
画
策
し

た
林
有
蔵
、
大
江
卓
ら
立
志
社
の
メ
ン
バ
ー
計
画
に
加
担
し
た
と

し
て
逮
捕
さ
れ
た
時
の
事
と
し
て

『
小
伝
』
に
次
ぎ

の
文
章
が

載

っ
て
い
る
。

明
治
十

一
年
八
月
二
十

一
日
除
族
の
上
禁
獄

此

一
事
は
余
が
半
生
の

一
大
厄
難
に
し
て
自
家
の
歴
史
上
磨
滅

す
べ
か
ら
ざ
る
の
汚
点
な
り
。
余
は
多
言
す
る
を
欲
せ
ず
、
左

の
宣
言
文
を

一
開
す
れ
ば
其
事
自
ら
明
瞭
な
る
べ
し
。

″

ニ

奪
森

柩ヽ
　

一

人
″
０
人

ヽ

」

ハ
メ

究̀鼻

体

●
一
■

|‐  ‐‐|| .壕

考
木
常

藝
魚

溝

:■
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申
渡
書和

歌
山
県
紀
伊
国
海
士
郡
小
松
原

一
丁
目

一
番
地

久
野
宗
肥
小方
同
居
　
当
時
東
京
都
飯
田
町

一
丁
目

一
番
地
　
由
良
守
応
方
寄
留和

歌
山
県
士
族陸

奥
宗
光

其
方
儀
、
明
治
十
年
、
鹿
児
島
県
賊
暴
挙
の
時
に
際
し
、
元
老

院
幹
事
の
職
を
持

っ
て

（以
下
略
）

と
言
う
事
で
禁
獄
五
年
を
言
い
渡
さ
れ
、
山
形
監
獄

へ
送
ら
れ

る
事
に
な
る
。
こ
の
時
の
住
所
が
由
良
守
応
の
家
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
山
形
監
獄

へ
送
ら
れ
た
陸
奥
宗
光
に
対
し
て
、
明
治

十

一
年
九
月
か
ら
、
翌
十
二
年
十

一
月
ま
で

「陸
奥
宗
光
親
戚
惣

代
」
の
肩
書
き
で
、
同
地
の
旅
館
主
後
藤
又
兵
衛
と
、
食
事
そ
の

他
日
用
品
の
差
し
入
れ
な
ど
を
し
て
、
宗
光
に
獄
中
の
不
自
由
を

さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

明
治
十

一
年
九
月
十

一
日
付
け
の

「後
藤
又
兵
衛
約
定
書
　
由

良
守
応
宛
」
が
国
立
国
会
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

大
路
和
子
著
の
小
説

『相
思
空
し
く
―
陸
奥
宗
光
の
妻
亮
子
』

に
、
守
応
の
こ
と
も
詳
し
く
出
て
来
る
。

特
に
、
山
形
監
獄
で
の
事
で
は
、
山
形
県
令
三
島
通
庸
が
薩
摩

閥
で
仲
が
悪
か
っ
た
事
か
ら
、
宗
光
の
身
を
守
る
た
め
に
頑
張

っ

た
事
、
宮
城
監
獄
で
の
配
慮
の
事
ま
で
も
書
か
れ
て
い
る
。

十
四
、
由
良
守
応
の
掲
載
さ
れ
た
図
書

・
図
録

・
雑
誌
等

①

『く
す
の
木
』
島
真
彦
著
　
昭
和
五
十

一
年
十
月
十
日
発

行
。
Ｂ
５
判
６３
頁
。
系
図
と
由
良
守
応
小
伝
掲
載
。

②

『紀
州
郷
土
芸
術
家
小
博

（全
）
』
貴
志
康
親
著
。

（株
）

国
書
刊
行
会
発
行
。
昭
和
五
十
年
二
月
五
日
発
行
。
Ｂ
５
判
．
続

編

「詩
」
の
部
４８
頁
に

「由
良
義
渓
」
と
し
て
、
二
段
組
の

一
段

余
り
掲
載
。

③

『紀
の
国

一
〇
〇
人
』
朝
日
新
聞
社
発
行
。
昭
和
四
十
四
年

五
月
発
行
。
Ｂ
５
判
３
０
９
頁
。
由
良
守
応
は
３
頁
に
掲
載
。

④

『歴
史
百
科
１
９
７
９
陽
春
第
４
号
郷
土
人
物
事
典
』

（昭
和
五
十
四
年
）
新
入
物
往
来
社
発
行
。
Ａ
５
判
４
０
４
頁
。

「●
和
歌
山
県
●
郷
土
の
人
物
八
四
人
」
２
頁
で
守
応
は
５
行
に

掲
載
。

⑤

『紀
州
今
昔
　
和
歌
山
県
の
歴
史
と
民
俗
』
田
中
敬
忠
著

昭
和
五
十
四
年
二
月
発
行
。
帯
伊
書
店
。
Ｂ
５
判
５
２
１
頁
。

守
応
は
２
頁
に
亘

っ
て
掲
載
。

⑥

『紀
州
史
散
策
　
き
の
く
に
の
風
景
上
巻
』
神
坂
次
郎
著
。

有
馬
書
店
発
行
。
昭
和
五
十
四
年
九
月
八
日
発
行
。
Ｂ
６
判
２７
頁

中
、
守
応
は
５
頁
に
亘

っ
て
掲
載
。

⑦

『郷
土
歴
史
人
物
事
血
（　
和
歌
山
』
坂
上
義
和
著
。
第

一
法

規
出
版
株
式
会
社
発
行
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
五
日
発
行
。

Ｂ
６
判
２
２
９
頁
。
守
応
は
１
頁
中
１２
行
に
掲
載
。

③

『陸
奥
宗
光

上
』
岡
崎
久
彦
著
。
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
発
行
。
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１
９
８
８
年

（昭
和
六
十
三
年
）
Ｈ
月
第
六
刷
発
行
。
Ａ
５
判

３
６
９
頁
。
守
応
は
随
所
に
。

⑨

『走
れ
乗
合
馬
車
　
由
良
守
応
の
生
涯
』
神
坂
次
郎
著
。
朝

日
新
聞
社
発
行
。　
一
九
八
九
年

（平
成
元
年
）
三
月

一
日
発
行
。

Ａ
５
判
３
０
１
頁
。

⑩

『続
日
高
郡
誌
　
下
巻
』
日
高
郡
町
村
会
発
行
。
昭
和
五
十

年
二
月
二
十

一
日
発
行
。
Ａ
５
判
１
４
０
７
頁
。
守
応
は
２
頁
余

に
亘
っ
て
掲
載
。

Ｏ

『和
歌
山
県
史
　
人
物
』
和
歌
山
県
発
行
。
大
日
本
印
刷

（株
）
。
平
成
元
年
二
月
発
行
。
Ａ
５
判
５
３
９
頁
＋
６４
頁
。
守

応
は
３０
行
に
亘
っ
て
掲
載
。

⑫
８
９
夏
季
企
画
展

『和
歌
山
の
明
治
維
新
―
和
歌
山
市
の
誕

生
ま
で
―
』

（図
録
）
和
歌
山
市
立
博
物
館
編
集
。
和
歌
山
市
教

育
委
員
会
発
行
。
平
成
元
年
七
月
発
行
。
Ｂ
５
判
１
６
頁
。

守
応
の
書
と
三
階
建
て
乗
合
馬
車
の
錦
絵
を
掲
載
。

⑬

『由
良
町
誌
　
通
史
編
下
巻
』
由
良
町
発
行
。

（株
）
ぎ
よ

う
せ
い
印
刷
。
平
成
三
年
十

一
月
発
行
。
Ａ
５
判
１
１
８
１
頁
。

守
応
は
２
頁
に
亘

っ
て
掲
載
。

⑭

『和
歌
山
の
先
人
た
ち
』
和
歌
山
県
発
行
。
和
歌
山
県
民

生
部
青
少
年
婦
人
課
編
集
。
平
成
三
年
十

一
月
発
行
。
Ａ
５
判

２
４
２
頁
。
守
応
は
８
頁
に
亘

っ
て
掲
載
。

⑮

『和
歌
山
日
本
１
物
語
』
和
歌
山
放
送
発
行
。
１
９
９
８

年

（平
成
十
年
）
四
月
発
行
。
Ａ
５
判
１
９
５
頁
。

「紀
州
人
物

事
典
」
と
し
て
５
０
人
中
、
由
良
守
応
は
７
行
に
掲
載
。

⑬

『相
思
空
し
く
―
陸
奥
宗
光
の
妻
亮
子
』
大
路
和
子
著
。

新
人
物
往
来
社
。
２
０
０
６
年

（平
成
十
八
年
）
１２
月
発
行
。
Ｂ

６
判
４
２
６
頁
。
守
応
は
随
所
に
。

①

『わ
か
や
ま
何
で
も
帳
』

（和
歌
山
県
教
育
委
員
会
編
）
。

和
歌
山
放
送
発
行
。
平
成
２５
年
２
月
１
日
第
２
版
発
行
。

Ａ
４
判
９５
頁
。
守
応
は
写
真
付
き
で
１１
行
に
掲
載
。

⑬

『Ｃ
Ｇ
日
本
史
シ
リ
ー
ズ
２２
明
治
と
文
明
開
化
』

（株
）

双
葉
社
発
行
。
Ａ
４
判

５ｏ
頁
。
２
０
０
９
年

（平
成
二
十

一
年
）

１．
月
２２
日
発
行
。
乗
合
馬
車
の
錦
絵
は
１２
～
１３
頁
に
。

⑩

『
９７
年
秋
季
特
別
展
　
陸
奥
宗
光
　
そ
の
光
と
影
』

（没
後

一
〇
〇
周
年
記
念
）
和
歌
山
市
立
博
物
館
編
集
　
和
歌
山
市
教
育

委
員
会
発
行
。
平
成
九
年
十
月
二
十
五
日
発
行
。
Ａ
４
判
９２
頁
。

２６
頁
～
２７
頁
に
千
里
軒
の
錦
絵
５
枚
が
、

２８
頁
に
写
真
守
応
と
宗

光
か
ら
の
手
紙
。

８ｏ
頁
に
そ
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑩

『由
良
町
町
政
要
覧
　
潮
風
の
詩
―
』
。
平
成
１３
年
１
月
発

行
。
和
歌
山
県
由
良
町
発
行
。
Ａ
４
判
３２
頁
。
由
良
守
応
物
語
は

写
真
を
含
め
て
１
頁
分
掲
載
。

④

『す
こ
や
か
２
０
１
０
春
号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ

。
９３
』
社
会
医
療
法
人

黎
明
会
　
北
出
病
院
発
行
。
Ａ
４
１６
頁
。

「ふ
る
さ
と
紀
行
史
跡
訪

問
　
由
良
守
応
　
近
代
日
本
の
夜
明
け
に
紀
州
人
の
た
く
ま
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
た
男
」
と
し
て
２
頁
に
亘
っ
て
掲
載
。

②

『談
覇
』
菊
池
晩
香
著
。

「第
十

一　

使
馬
如
手

（由
良
義
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漢
博
）
」
に
３
頁
余
に
亘

っ
て
掲
載
。
Ｂ
５
判
。

Ｄ

『陸
奥
宗
光
　
畿
人
と
思
想
１
９
３
』
安
岡
昭
男
著
。

清
水
書
院
発
行
。
２
０
１
２
年
（平
成
二
十
四
年
）八
月
発
行
。

新
書
判
２
２
６
頁
ｃ

（山
形
監
獄
の
陸
奥
）
に
少
し
掲
載
。

曲
良
町
鈴
文
化
財
　
由
良
町
教
育
委
員
会
発
行
　
Ｂ
５
判

０
第
十
二
号
（昭
和
六
十
年
二
月
発
行
）

「陸
上
交
通
の
先
駆
者
由
良
守
応
」
大
野
治
著
。
８
頁
。

０
第
十
五
号
（昭
和
六
十
三
年
二
月
発
行
）

「由
良
守
応
と
留
守
居

（日
誌
）
」
小
出
潔
著
。

１６
頁
。

０
第
十
七
号
（平
成
二
年
二
月
発
行
）

「幕
末
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
由
良
守
応
」
小
出
潔
著
。

１１
頁
。

０
第
二
十
号
（平
成
五
年
三
月
発
行
）

「由
良
守
応
の
墨
跡
」
小
出
潔
著
。

１２
頁
。

（６
）第
二
十
五
号

「指
定
文
化
財
特
集
」

（平
成
十
年
二
月
発
行
）

守
応
は
、
１
頁
に
写
真
五
枚
掲
載
。

０
第
二
十
八
号

（平
成
十
三
年
三
月
発
行
）

「特
命
全
権
大
使

。
米
欧
回
覧
と
由
良
守
応
」
小
出
潔
著
。
７
一島

０
第
四
十

一
号

（平
成
二
十
六
年
二
月
発
行
）

「由
良
町
内
の
碑
文
」
大
野
治
著
。

（由
良
守
応
翁
顕
彰
碑
）

を
１
頁
掲
載
。

③
第
四
十
二
号

（平
成
二
十
七
年
二
月
発
行
）

「町
内
の
文
化
財
説
明
板
―
説
明
板
に
見
る
史
跡
の
町
―
」

大
野
治
著
。

２ｏ
頁
。

〈由
良
守
応
の
墓
〉

（由
良
守
応
生
誕
地
〉

の
写
真
が
各
半
頁
に
掲
載
。

⑨
第
四
十
三
号

（平
成
二
十
八
年
二
月
発
行
）

「日
本
史
の
中
の
由
良
町
―
日
本
の
歴
史
に
関
わ
る
由
良
町
の
重

大
事
件
」
大
野
治
著
。

２４
頁
。

（由
良
守
応
オ
ム
ン
ボ
ス
を
走
ら

せ
る
）
を
、
２
頁
半
掲
載
。

◇
紀
の
国
先
人
展

（パ
ネ
ル
）

平
成
十
八
年
二
月
に
、
和
歌
山
県
文
化
国
際
課

（現

・
文
化
学

術
課
）
が
、
県
立
図
書
館
２
階
の
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で

【紀
の

国
先
人
展
】

一紀
の
国
が
生
ん
だ
社
会

。
経
済
の
先
人
た
ち
」
が

開
催
さ
れ
、
事
業
家
と
し
て
由
良
守
応
が
二
十
人
の
中
に
入
っ
て

展
示
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
パ
ネ
ル
写
真
が
次
の
写
真
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
は
Ｗ
５
０
０
×
Ｈ
８
０
０
で
、
パ
ネ
ル
の
下
に
陳
列
が
置

か
れ
、
錦
絵
が
展
示
さ
れ
た
様
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
は
守
応
の
写
真
と
顕
彰
碑
、
誕
生
地
碑
の
写
真
も
入
っ

て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
小
出
潔
氏
が
保
管
し
て
い
た
資
料
に

入
っ
て
い
た
の
で
、
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。
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十
五
、
曲
良
守
応
正
伝

守
応
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
図
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

『由
良
町
誌
通
史
編
下
巻
』
の

（人
物
編
）
か
、

『由
良
町
町
政

要
覧
―
潮
風
の
詩
―
」

が
誤
り
な
く
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

『由
良
町
町
政
要
覧
』
の
方
が
後
で
出
来
て
、
文
章
が
柔
ら
か

い
の
で
、
こ
れ
を
再
掲
し
た
い
と
思
う
、

１６
頁

由
良
守
応
物
語

由
良
守
応
は
、
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
我
が
国
の
政
治
や
産
業

に
功
績
を
残
し
た
人
物
で
す
。
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
門
前
村

に
由
良
弥
三
兵
衛
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
始
め
は
弥
太
次
と
呼
ば

れ
、
の
ち
源
太
郎
と
改
め
、
ま
た
守
応
と
称
し
ま
し
た
。
勤
皇
詩

人
で
あ
る
菊
池
海
荘
に
見
込
ま
れ
武
術
と
漢
学
を
学
び
ま
し
た

が
、
そ
の
上
達
も
早
く
、
千
葉
重
太
郎
か
ら
北
辰

一
刀
流
の
免
許

皆
伝
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
馬
術
に
優
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

紀
州
藩
に
よ
っ
て
日
高
郡
を
追
放
さ
れ
た
守
応
は
、
京
都
に
上

っ
て
庭
田
三
位
に
仕
え
ま
す
。
激
動
す
る
維
新
前
夜
の
中
で
、
慶

応
元
年

（
一
八
六
五
）
か
ら
同
三
年
ま
で

（
一
八
六
七
）
に
か
け

て
は
田
辺
に
幽
閉
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
守
応
は
各
藩
の
俊
秀
と
交
遊
し
て
時
世
を
論
じ
、
己
を

啓
発
す
る
と
と
も
に
、
国
家
の
情
勢
を
海
荘
に
連
絡
し
、
後
藤
象

二
郎
、
伊
藤
博
文
、
陸
奥
宗
光
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

時
代
が
変
わ

っ
て
明
治
新
政
府
が
樹
立
し
た
時
、
守
応
は
大
阪

府
勧
農
課
に
入
り
、
か
た
わ
ら
借
馬
店
を
開
業
し
、
次
い
で
内
務

省
勧
農
局
に
転
任
し
ま
し
た
。
明
治
四
年
、
岩
倉
具
視
以
下

一
五

〇
名
が
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
畜
産
に
通
じ
た
守
応
は

一
行
に

加
え
ら
れ
、
明
治
六
年
に
帰
朝
す
る
と
、
直
ち
に
皇
宮
馬
車
掛
長

の
職
に
就
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
召
し
の
馬
車
が
転
覆
す
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
て
い
ま
す
。

明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
に
、
守
応
は
東
京
浅
草
―
新
橋
間

の
乗
合
馬
車
会
社
を
開
業
し
、
本
社
を

「千
里
軒
」
と
称
し
ま
し

た
。
数
十
台
の
馬
車
で
定
期
的
に
発
着
、
往
復
し
て
旅
客
を
運
ん

だ
こ
の
試
み
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
の
こ
と
で
東
京
市
民
は
お

お
い
に
喜
び
ま
し
た
。

ま
た
、
守
応
は
海
外
視
察
旅
行
で
の
新
知
識
に
基
づ
い
て
米
国

か
ら
数
十
頭
の
乳
牛
を
導
入
し
て
牧
場
を
経
営
し
た
り
、
発
動
機
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製
造
会
社
社
長
と
な

っ
た
り
、
隠
居
中
に
用
水
路
や
道
路
の
工
事

を
施
工
し
た
り
と
、
常
に
新
し
く
人
の
た
め
に
な
る
試
み
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
守
応
の
生
き
る
姿
勢
か
ら
、
私
達
は
今
も

な
お
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
す
。

※
補
足

文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
十
二
月
二
十
五
日
生
れ

明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
三
月
三
十
日
、
六
十
七
歳
で
逝
去
。

年
表
に
つ
い
て
は
、
様
式
が
違
う
の
で
、
最
終
に
、
付
記
と
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。

十
六
、
あ
と
が
き

由
良
守
応
の
総
ま
と
め
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
小
生
の
残
し
た

い
の
は
、
後
の
人
が
知
り
た
い
事
、
調
べ
た
い
事
の
糸
口
と
な
る

事
で
あ
り
、
出
来
る
だ
け
写
真

。
図
な
ど
を
載
せ
て
目
で
見
て
分

か
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
、
再
調
査
を
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
を
読
ま
れ
て
、
読
み
間
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場

合
で
も
、
簡
単
に
調
査
に
行
け
る
様
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
所
に
手
洗
石
や
石

灯
籠
、
墓
、
説
明
板
が
あ
る
か
な
ど
、
調
査
し
た
す
べ
て
を
掲
載

し
て
お
き
た
い
と
思

っ
た
次
第
で
す
。

い
つ
も
の
駄
文
で
申
し
訳
な
い
思
い
で
い
っ
ば
い
で
す
が
、
こ

れ
が
小
生
の
精

一
杯
の
力
で
す
。

こ
の
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
小
出
潔
氏
と
故
中
西
捷
美
先
生

の
発
表
分
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

三
人
の
合
同
論
文
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お

「岩
倉
使
節
団
」
の
メ
ン
バ
ー
に
由
良
守
応
が
載

っ
て
い

る
図
書
の
調
査
で
は
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
の
藤
隆
宏
氏
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
随
員

と
し
て
行

っ
て
い
な
が
ら

「使
節
団
」
の
名
簿
に
は
載

っ
て
い
ま

せ
ん
。
追
加
さ
れ
た
十
人
程
は
載
ぅ
て
い
な
い
の
で
す
。

ま
た
小
生
撮
影
以
外
の
写
真
で
す
が
、

『Ｃ
Ｇ
日
本
史
シ
リ
ー

ズ
２２
明
治
と
文
明
開
化
』
の
錦
絵
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
小
平
市

の

【Ｇ
Ａ
Ｓ
　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
　
が
す
資
料
室
】
の
転
載
許
可
を

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

和
歌
山
市
立
博
物
館
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
由
良
町
中
央
公
民

館
が
お
断
り
し
て
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
を
、
今
回
、
許
可
を

頂
き
、
再
掲
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
誌
上
を
も
っ
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
参
考
文
献

『詳
解
紀
伊
郷
土
文
献
拾
遺
』
井
上
豊
太
郎
著
。
起
雲
閣
発
行
。

『日
本
の
歴
史
』
中
央
公
論
社
。

『明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
発
行
。

『講
談
社
現
代
新
書
　
岩
倉
使
節
団
』
田
中
彰
著
。
（株
）講
談
社

発
行
。

（昭
和
五
十
三
年
二
月
第
二
刷
）

『日
本
史
総
覧
』
　

そ
の
他
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付
　
記

年

表
文
政
ｌｏ
年

天
保
８
年

嘉
永
３
年

嘉
永
６
年

１

８

２

７

１

８

３

７

１
■

０
０

民
）
（
Ｕ

１
■

０
０

質
υ

つ
０

１

８

５

７

嘉

永

７

年

１

８

５

４

安
政
４
年

門
前
村
庄
屋

（由
良
町
門
前
）
由
良
弥
三
兵
衛
長
男
と
し
て
生
れ
る
。
は
じ
め
弥
太
次
、
の
ち
源
太
郎
、
長

じ
て
、
守
応
　
号
は
義
渓
。

大
飢
饉
、
十

一
月
中
旬
よ
り
菊
池
海
荘
、
救
民
対
策
と
理
財
の
た
め
、
由
良
湾
内
の
中
州
の
埋
立
を
行
う
。

工
事
普
請
役
と
し
て
、
父
弥
三
兵
衛
、
現
場
責
任
者
の
任
を
は
た
す
。

窮
状
を
救
わ
れ
た
網
代
浦
で
は
、
翌
年
二
月
二
日

【由
良
大
明
神
】
の
小
社
を
祀
り
、
弥
三
兵
衛
に
謝
す
。

海
荘
、
紀
州
藩
主
に
海
防
建
議
を
上
書
し
、
有
田

。
日
高
文
武
総
裁
と
な
る
。
有
田
を
中
心
に
砲
台
の
築
造

と
共
に
、
青
壮
年
有
志
の
武
芸
訓
練
に
取
り
組
み
、
各
地
に
組
織
や
稽
古
場
が
作
ら
れ
る
。

六
月
　
ペ
リ
ー
来
航
、
開
港
を
求
め
て
去
る
。

六
月
　
紀
州
藩
は
海
岸
警
国
の
通
達
を
出
す
。
代
官
は
大
庄
屋
に
地
士

。
帯
刀
人
と
の
連
携
を
指
示
。

こ
の
時
の
志
賀
組
地
士
帯
刀
人
の
中
に
は
じ
め
て
由
良
弥
太
次
が
登
場
す
る
。

２６
歳
。

九
月

・
十
月
有
田
郡
石
垣
組
の
道
場
で
剣
術
稽
古

（
『金
屋
町
量
Ｌ

）

（十

一
月
十
七
日

・
安
政
元
年
に
改
元
）
正
月
　
ペ
リ
ー
再
来
航
。

七
月
　
堺
、
大
和
側
川
原
で
の
西
洋
式
大
砲
の
試
射
演
習
に
、
海
荘
に
連
れ
ら
参
加
。

九
月
　
ロ
シ
ア
鑑
ヂ
ア
ナ
号
紀
州
沖
を
通
り
、
沿
岸
大
騒
動
、
弥
太
次
も
由
良

・
阿
戸
村
詰
で
警
備
。

十

一
月
五
日
　
大
地
震

。
大
津
浪
で
由
良
湾
内
大
被
害
。

千
葉
十
太
郎
、
有
田
部
再
訪
、
北
辰

一
刀
流
の
免
許
皆
伝
。

年

号

西
　
暦

1市

「
甲

言i]|
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安
政
５
年

安
政
６
年

文
久
２
年

文
久
３
年

文
久
４
年

慶
応
元
年

慶
応
３
年

１

８

５

８

１
■

０
０

Ｆ
Э

∩
ソ

１

８

６

２

１

８

６

３

１

８

６

４

１

８

６

５

１

８

６

７

五
月
　
武
芸
出
精
表
彰
者
の
中
に
、
由
良
弥
太
次
、
渓
五
郎
あ
り
。

七
月
　
３３
歳
　
他
出
中
留
の
地
士
、
由
良
弥
太
次
は

「御
城
下
よ
り
、
十
里
の
外
、
及
び
日
高
郡
追
放
」

を
申
し
付
け
ら
る
。
大
坂

へ
出
か
け
た
途
中
、
同
郷
の
同
和
地
区
住
民
が
、
木
津
、
灘
屋
の
平
養
子

（身

分
を
か
く
し
て
）
と
な

っ
て
い
る
の
に
会
い
、
そ
の
こ
と
を
灘
屋
に
言
う
べ
き
な
の
に
見
過
ご
し
、
青
年

の
頼
み
の
ま
ま
書
状
を
書
き
、
金
品
を
出
さ
し
た
。

六
月
十

一
日
　
長
男
清
丸

（源
太
郎
と
改
名
）
生
、
妻
は
有
田
郡
広
村
の
タ
キ

（民

・
民
子
と
な
る
）

正
月
　
こ
の
頃
　
海
荘
の
指
示
か
、
大
坂
、
京
都
の
間
を
あ
わ
た
だ
し
く
往
復
。

二
月
八
日
　
庭
田
中
納
言

（重
胤
）
が
天
皇
の
勅
使
と
し
て
石
清
水
八
幡
官
に
参
拝
し
た
が
、
近
習
と
し

て
お
供
。
―
監
察
使
東
園
中
将

（基
敬
）
の

一
員
と
し
て
、
加
太
浦
の
台
場
に
来
る
。
紀
州
藩
に
攘
夷
実

行
要
請
。

（二
月
八
日
　
元
治
元
年
）
十

一
月
十
八
日
　
切
米
８
石
、
３
人
扶
持
。
御
徒
歩
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。

「実
に
以
っ
て
有
難
迷
惑
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
月
　
京
都
の
様
子
を
知
る
た
め
上
洛
。
京
都
御
年
寄
役
に
藩
政
批
判
を
も
ら
す

（当
時
、
藩
の
実
権
は

保
守
派
が
握
り
、
尊
攘
派
は
排
除
）

二
月
十
八
日
　
捕
縛
，
揚
屋
に
幽
閉
～
慶
応
三
年
ま
で
田
辺
に
幽
開
さ
れ
る

（伊
達
千
広
が
嘉
永
六
年
に

幽
閉
の
部
屋
）

一
月
二
日
　
幽
閉
解
除
、
門
前
村
で
謹
慎
。

十

一
月
二
十
七
日
　
和
歌
山
に
津
田
出
を
訪
う
。

（津
田
は
同
十
九
日
　
加
判
の
列
に
）

十
二
月
　
藩
の
依
頼
で
、
再
び
京
都
の
情
勢
を
探
り
に
行
く
。
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慶
応
４
年

明
治
２
年

明
治
３
年

明
治
４
年

明
治
５
年

明
治
６
年

１

８

６

８

１

８

６

９

１

８

７

０

１

８

７

１

１

８

７

２

１

８

７

３

一
月
二
日
～
六
日
　
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
。
敗
兵
紀
州

へ
。

二
月
十
四
日
　
藩
主
茂
承
大
坂

へ
。
二
十

一
日
　
上
京
、
朝
廷
に
恭
順
を
示
す
。
守
応
、

こ
の
頃
、
大
坂

（夷
島
運
上
所
付
近
）
で
、
貸
馬
業
を
始
め
る
。
司
農
局
の
勤
に
つ
く
。

十

一
月
　
陸
奥
宗
光
の
供
を
し
て
上
京

（京
都
）

五
月
十
二
日
　
民
部
官
御
雇
、
牧
牛
馬
御
用
掛
、
津
田
が
開
い
た
藩
営
の
友
ケ
島
の
牧
場
で
輸
入
牛
馬
の

育
成
酪
農
に
従
事
。

民
部
省
通
商
司
権
大
佑

（七
月
　
民
部
省
～
大
蔵
省
に
合
併
）

大
蔵
省
通
商
大
佑

（こ
の
頃
は
在
東
京
）

八
月
大
蔵
省
勧
農
寮
助
。
　

十
月
　
宮
内
御
用
兼
務
、
勧
農
助
、
正
七
位
由
良
弥
太
次
が
岩
倉
遣
外
使
節

団
の

一
員
と
な
る
。

十

一
月
十
二
日
　
横
浜
出
港
。

八
月
　
父
弥
三
兵
衛
死
亡
　
７５
歳
。

※
太
陽
暦
採
用
。
明
治
５
年
１２
月
３
日
が
明
治
６
年
１
月
１
日
と
な
る
。

五
月
下
旬
　
守
応
、
大
久
保
利
通
ら
と

一
足
早
く
帰
国
、
帰
郷
。

七
月
下
旬
　
家
族
あ
げ
て
東
京

へ
出
発

（老
母
、
妻
、
息
子
、
養
女
、
下
女
二
人
、
食
客

一
人
計
九
人
）

守
応
は
天
野
伊
兵
衛
と
馬
を
連
れ
て
出
発

（湯
森
久
三
郎
の
留
守
居

「日
誌
」
始
ま
る
）

八
月
十
日
　
守
応
と
改
名
届
。

九
月
十
三
日
　
白
三
宮
馬
車
掛
長
と
な
る
。

十

一
月
七
日
　
皇
后
、
皇
太
后
お
召
し
馬
車
転
覆
事
件
―
そ
の
責
任
を
と
っ
て
宮
内
省
辞
職
。 ´

ヤＪ

ア

一

た′
Ｉ
Ｌ
い
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明
治
７
年

明
治
８
年

明
治
９
年

明
治
ｌｏ
年

明
治
１１
年

明
治
１２
年

１

８

７

４

１

８

７

５

１
■

ｏ
０

７
１
´
０

１

８

７

７

１

８

７

８

「
■

Ｏ
Ｏ

ワ
‘

∩
ソ

こ
の
頃
ア
メ
リ
カ
か
ら
数
十
頭
の
乳
牛
を
購
入
、
早
稲
田
で
牧
場
経
営
。
銀
座
で
牛
乳
を
売
る
。

八
月
　
二
階
建
て
乗
合
馬
車
会
社
を
開
業
、
浅
草
雷
門
～
新
橋
間
、　
一
日
六
往
復
、
三
十
人
乗
り
。

本
社

「千
里
軒
」
、
し
か
し
、
九
月
九
日
、
三
階
建
は
禁
止

（往
来
人

へ
怪
我
さ
せ
、
家
屋
等
毀
損
し
、

迷
惑
少
な
か
ら
ず
）

二
月
　
東
京
雉
子
橋
外
に
大
邸
宅
購
入
。

二
月
　
陸
奥
宗
光
邸
で
囲
碁
等
の
会
あ
り
、
出
席
の
議
官
、
参
議
か
ら
墨
書
を
貰
い
、
留
守
居

・
湯
森
氏

の
古
稀
祝
い
に
帰
り
、
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

八
月
　
千
里
軒
、
宇
都
宮

へ
路
線
を
伸
ば
す

（日
光
参
拝
の
商
社
、
銀
行
人
ら
に
人
気
あ
り
）

二
月
　
乗
客
席
改
良
、
腰
掛
け
、
寝
こ
ろ
び
自
由
の
席
、
荷
物
用
馬
車
も
経
営
す
る
。

西
南
の
役

（二
月
十
五
日
～
九
月
二
十
四
日
）

五
月
　
陸
奥
宗
光
が
挙
兵
覚
悟
で
自
宅
を
売
り
払

っ
た
の
で
、
彼
に
家
を
貸
し
、
近
く
の
長
屋
に
移
る
。

八
月
　
こ
れ
に
同
調
し
た
土
佐
立
志
社
林
有
造
な
ど
挙
兵
計
画
。
宗
光
も
関
与
。

こ
の
年
、
番
頭
二
人
同
時
に
辞
め
る
。
利
用
者
は
多
く
、
営
業
は
継
続
。

一
月
　
宗
光

（逮
捕
を
前
に
大
阪

。
紀
州

へ
）
由
良
、
門
前
の
守
応
宅
に
。
二
十

一
日
あ
し
か
打
ち
。

八
月
　
宗
光
３５
歳
、
除
族
の
上
、
禁
獄
五
年
の
刑
、
山
形
監
獄

へ
。

九
月
　
宗
光
在
獄
中
の
食
事
そ
の
他
日
用
品
の
差
し
入
れ
を
、
親
戚
代
表
と
し
て
旅
館
主
と
約
束
。

九
月

　

「千
里
軒
の
営
業
人
、
社
主
の
搾
取
に
不
平
」
の
新
聞
記
事
あ
り
。

四
月
十
八
日
′十

一
月
十

一
日

留
守
居

・
湯
森
氏
上
京
。

十
二
月
　
宗
光
、
仙
台
の
宮
城
県
監
獄
に
移
る
。
同
監
獄
の
水
野
警
部
ら
を
招
い
て
供
応
。
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明
治
１３
年

明
治
１９
年

明
治
２ｏ
年

明
治
２２
年

明 明
たヾ、 )ム
イロ  イロ

16 14
年 年

１

８

８

０

１

８

８

１

１

８

８

３

１

８

８

´
ｏ

１

８

８

７

１

８

８

９

「そ
の
技
芸

（粋
人
ぶ
り
）
驚
く
ば
か
り
な
り
」
と
警
部
の
日
誌
に
あ
る
。

年
末
、
乗
り
合
い
馬
車
の
売
却
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、

「木
造
馬
車
の
計
画
」
を
も
ら
し
て
い
る
。

何
か
新
し
い
馬
車
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
。

三
月
頃
　
千
里
軒
を
手
塚
屋

（宇
都
宮
の
旅
館
主
）
に
売
る
。

（
「日
誌
」
に
出
て
来
る
日
高
地
方
出
身
者
〉

慶
応
義
塾
入
塾
者
　
中
川
吉
次
郎

（御
坊
市
）
、
久
保
田
二
郎

（御
坊
市
）
、
野
田
十

一
郎

（日
高
町
）

外
に
，
木
下
友
三
郎

（御
坊
市
）
、
古
田
房
吉

（御
坊
市
）
、
山
内
季
野

（み
な
べ
町
）
、
湯
川
玄
碩
の

弟

・文
蔵

（日
高
町
）
、
還
俗
し
た
長
谷
寺
の
僧

・
吉
川

一
雅

（由
良
町
畑
）
等
。

六
月
　
東
京
本
材
木
町
の
別
邸
を
売
る
。

一
月
　
陸
奥
宗
光
出
獄
す
る
。

（翌
年
よ
り
、
英
、
豪
州
な
ど
に
留
学
、
十
九
年
に
帰
国
。
外
務
省
に
入

り
、
明
治
二
十

一
年
駐
米
大
使
、
明
治
二
十
三
年
帰
国
）

十
月
　
和
歌
山
県
親
睦
会

（東
京
築
地
須
美
屋
　
一
八
〇
人
余
）
挨
拶
す
る
。

七
月
　
発
動
機
製
造
会
社
、
守
応
、
社
長
と
な
る
。
資
本
金
二
十
万
円
、
発
動
機
関
車

（馬
車
台
用
）
な

ど
製
造
予
定
。
時
期
尚
早
、
完
成
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

二
月
　
息
子
源
太
郎

（清
麿
）
２５
歳
で
死
亡
。
十

一
月
　
そ
の
妻
秀
野
２１
歳
で
死
亡
。

（墓
は
明
治
２１
年
、
戸
籍
は
２ｏ
年
）

二
月
　
こ
の
年
、
由
良
を
通
る
県
道
の
建
設
が
始
ま
る
。

二
月
十

一
日
　
由
良
県
道
の
開
通
式

（由
良
町
阿
戸
か
ら
日
高
町
池
田
へ
抜
け
る
道
）

ト
ン
ネ
ル

【由
良
洞
】
の
石
板
文
字
は
守
応
の
揮
一曇
と
い
わ
れ
る
。
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24 23
年 年

明
治

２６
年

明
治

２７
年

１

８

９

０

ｌ

ｏ
０

９

１

１

８

９

３

１

８

９

４

十
月
　
浅
草
区
福
富
町
の
守
応
に
由
良
の
岡
氏
寄
留
、
渡
米
の
話
聞
く
。

十

一
月
　
興
国
寺
に

「由
良
家
歴
世
之
墓
」
を
建
て
る
。

七
月
　
第

一
回
衆
議
院
選
挙
に
宗
光
、
和
歌
山

一
区
よ
り
当
選
。

六
月
　
戸
籍
を
大
阪
市
東
区
南
新
町
に
、
妻
と
共
に
分
籍
し
て
い
る
が
、

九
月
　
地
元
門
前
の

「大
峰
山
上
講
」
の
職
を
書
き
、
講
員
で
あ
る
。

九
月
　
妻
タ
キ

（民
子
）
死
亡
。

二
月
二
〇
日
　
和
歌
山
市
で
死
亡
、

６７
歳
。

（満
６６
歳
）
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「
鰐 i

中
渡

他
出
留
　
　
　
　
日
高
郡
愕
前
村
地
士

由
良
弥
太
次

．
…

」

．

”　
．．
．
　

．　
　
　
ｒ
ｉ

未
三
十
三
歳

ｉ
‐

ｊ

其
方
儀
大
坂
浚
へ
罷
越
周
所
途
中
■
面
日
高
郡
横
浜
村
皮
田

□
兵
衛
と
中
奴
ユ
出
逢
候
処
岡
奴
皮
田
之
身
分
押
包
大
坂
木
津

灘
屋
之
平
養
予
分
二
相
成
有
之
候
段
物
語
り
い
た
し
候
付
面
は

取
斗
振
も
可
有
之
処
都
而
林
兵
衛
之
任
頼
書
状
等
認
造
灘
屋
親

類
共
和
皮
田
と
之
儀
販
二
不
中
聞
二
林
兵
衛
二
灘
屋
名
前
フ
以

通
附
〓
面
縮
布
之
類
調
さ
せ
己
前
貸
銀
之
代
リ
ニ
受
取
候
始
末

重
べ
不
届
千
万
Ｌ
付
御
城
下
♂
始
里
之
外
丼
日
高
郡
追
放
中
付

也
／　
　
　
　
七
月

」

」
ヽ
１


